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７
月
臨
時
会

　
緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
７
月
15

日
お
よ
び
16
日
に
臨
時
会
を
開
催

し
、
市
長
か
ら
16
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
新
生
児
と
お
な
か

の
中
の
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
特

別
給
付
金
、
鎌
倉
応
援
買
い
物
・

飲
食
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
係
る
経

費
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
対

応
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
係
る

経
費
等
を
追
加
す
る
ほ
か
、
中
小

企
業
家
賃
支
援
給
付
金
等
を
減
額

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
５
億
１
５
２
７
万
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
８
４

５
億
９
６
８
０
万
１
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
付
託
先

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

鎌
倉
応
援
買
い
物
・
飲
食
ク
ー
ポ

ン
事
業
に
係
る
経
費
、
６
億
４
９

７
６
万
９
千
円
を
減
額
す
る
内
容

の
修
正
案
を
総
員
の
賛
成
に
よ
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
修
正
案
を
可
決
す
る
と
と
も

に
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
修
正
部

分
を
除
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

　

教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
、
次

の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
同
意
し
ま
し
た
。

岩い
わ

岡お
か　

寛ひ
ろ

人と

氏（
東
京
都
杉
並
区
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
８
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
々
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
い
ず
れ

も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま

し
た
。

岡お
か

崎ざ
き　

和か
ず

彦ひ
こ

氏
（
台
在
住)

三み
つ

橋は
し　

義よ
し

昭あ
き

氏
（
佐
助
在
住)

浜は
ま

野の　

清き
よ

一か
ず

氏
（
腰
越
在
住
）

市い
ち

川か
わ　

幸さ
ち

子こ

氏
（
玉
縄
在
住
）

和わ

田だ　

雅ま
さ

裕ひ
ろ

氏
（
手
広
在
住
）

小お

川が
わ　

和か
ず

己み

氏
（
山
崎
在
住
）

石い
し

澤ざ
わ　

一か
ず

英え
い

氏
（
手
広
在
住
）

郷ご
う

原は
ら　

均ひ
と
し氏
（
笛
田
在
住
）

柏か
し

木わ
ぎ　

博ひ
ろ

明あ
き

氏
（
関
谷
在
住
）

平ひ
ら

井い　

保や
す

男お

氏
（
城
廻
在
住
）

落お
ち

合あ
い　

る
み
こ
氏
（
関
谷
在
住
）

飯い
い

田だ　

正ま
さ

実み

氏
（
上
町
屋
在
住
）

小こ

泉い
ず
み
　

紀き

久く

夫お

氏
（
城
廻
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
７
月
20
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

４
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
25
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば

条
例
に
定
め
る
放
課
後
子
ど
も
ひ

ろ
ば
「
ふ
か
さ
わ
」
お
よ
び
放
課

後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
せ
き
や
」、

並
び
に
鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例

に
定
め
る
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
の
家

「
す
ず
め
」
お
よ
び
せ
き
や
子
ど

も
の
家
「
や
ま
ゆ
り
」
の
指
定
管

理
者
を
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

に
指
定
。
期
間
は
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
に
定
め
る
鎌
倉
市
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
園

の
指
定
管
理
者
を
、
社
会
福
祉
法

人
県
央
福
祉
会
に
指
定
。
期
間
は

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

旧
岩
瀬
子
ど
も
会
館
の
活
用
事

業
に
係
る
経
費
な
ど
を
追
加
す
る

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ま
ん
延
の
影
響
に
よ
り
、
業

務
の
実
施
見
送
り
や
一
部
縮
小
し

た
、
海
水
浴
場
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ー
チ
に
係
る
経
費
な
ど
を

減
額
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
６
億
４
５
５
９
万
６
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
、
８

３
３
億
１
４
３
万
６
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

　

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小こ

泉い
ず
み

　

淑よ
し

子こ

氏
（
今
泉
台
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
10
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案 議決結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
していません。

議 決 さ れ た 主 な 議 案 ○：賛成　－：反対
公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

松
中　
健
治

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

※�７月臨時会では市長提出議案16件、９月定例会では市長提出議案25件、議員提出議案４件の採決を行いました。   
下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

７
月
臨
時
会

補
正
予
算

第29号
令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）
（新生児とおなかの中のあかちゃんのための特別給付金、
鎌倉応援買い物・飲食クーポン事業に係る経費等の追加等）
（上／修正案・下／修正部分を除く原案）

可決

可決

人事 第30号 鎌倉市教育委員会の教育長の任命について 同意

９
月
定
例
会

そ
の
他

第45号
指定管理者の指定について
（放課後子どもひろば「ふかさわ」「せきや」、ふかさわ
子どもの家・せきや子どもの家）

可決

第46号 指定管理者の指定について（児童発達支援センターあおぞら園） 可決

補
正
予
算

第65号
令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）
（新型コロナウイルス感染症の影響により業務実施の見
送り、一部縮小に伴う減額等）

可決

第66号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）
（鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業に係る経費の追加） 可決

第69号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第８号）
（インフルエンザ予防接種委託料の追加） 可決

決算 第52号 令和元年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
議
会
議
案 第８号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）の執行に

関する附帯決議について 可決

全
員
協
議
会
　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
方
針
と

し
て
、
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

焼
却
施
設
が
稼
働
中
の
令
和
６
年

度
ま
で
を
第
１
期
、
そ
れ
以
降
令

和
11
年
度
ま
で
を
第
２
期
と
し
、

第
１
期
に
お
け
る
焼
却
施
設
は
既

存
施
設
で
あ
る
名
越
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、

生
ご
み
に
つ
い
て
は
本
市
に
５
ト

ン
未
満
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

　

第
２
期
に
お
け
る
処
理
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
可
燃
ご
み
は
逗
子

市
焼
却
施
設
で
焼
却
す
る
が
、
焼

却
可
能
量
が
２
万
ト
ン
程
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
超
え
る
部

分
を
圏
域
外
へ
搬
送
す
る
た
め
の

中
継
施
設
を
本
市
に
整
備
す
る
と

と
も
に
、
２
市
１
町
の
生
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
に
、
第
１
期
で
本

市
に
整
備
し
た
生
ご
み
資
源
化
施

設
を
拡
大
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

　

将
来
の
ご
み
処
理
体
制
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
ご
み

量
の
減
少
や
さ
ら
な
る
ご
み
処
理

の
広
域
化
・
ご
み
処
理
施
設
の
集

約
化
に
係
る
国
の
考
え
方
等
を
踏

ま
え
、
２
市
１
町
だ
け
で
新
た
な

焼
却
施
設
を
建
設
せ
ず
に
、
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
最
良
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
期
に
お
い
て
本
市
に
整
備

予
定
の
中
継
施
設
に
つ
い
て
は
、

逗
子
市
焼
却
施
設
が
令
和
16
年
度

ま
で
を
稼
働
予
定
期
間
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
稼
働
停
止
後
は
２

市
１
町
の
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
く
。

　

今
後
は
広
域
化
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
民
間
の
新
技
術
に
よ
る
資

源
化
手
法
を
活
用
す
る
な
ど
、
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
目
指
し
、
さ

ら
な
る
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
、

安
定
的
な
ご
み
処
理
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
情
報
収
集
・

研
究
・
協
議
検
討
を
重
ね
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

　

鎌
倉
市
・
逗
子
市
・
葉
山
町
ご

み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
に
関
し

て
、
８
月
３
日
に
議
会
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
報

告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
実
施
計
画
は
、「
環
境
負
荷

の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
に

資
す
る
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
実

現
を
目
指
す
」
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
２
市
１
町
に
お
け
る
今
後

の
ご
み
処
理
の
広
域
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
、
令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
。

　

本
市
の
ご
み
処
理
広
域
化
の
検

討
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
５
月

か
ら
２
市
１
町
で
ご
み
処
理
広
域

化
検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
進
め
、
本
実
施
計
画
の
素
案

を
令
和
元
年
11
月
28
日
に
公
表
し

た
。
さ
ら
に
、
同
年
12
月
に
市
民

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
１

月
６
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

後
、
７
月
21
日
に
開
催
し
た
同
協

議
会
に
お
け
る
協
議
等
を
経
て
本

実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
の
基
本
方
針

と
し
て
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

実
現
を
目
指
し
て
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
既

存
施
設
に
お
け
る
共
同
処
理
の
実

現
に
取
り
組
む
こ
と
、
広
域
連
携

に
お
け
る
持
続
可
能
な
廃
棄
物
処

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
家
庭
系
生
ご

み
や
紙
お
む
つ
の
資
源
化
、
事
業

系
ご
み
の
資
源
化
促
進
等
に
よ
り
、

現
在
２
市
１
町
で
約
４
万
５
千
ト

ン
あ
る
可
燃
ご
み
を
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る
令
和
11
年
度
に
２
万

ト
ン
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。


